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科
年
度
予
算
な
ど
四
十
一

昭
和
糾
年
度
予
算
な
ど
を
決
め
る

定
例
市
議
会
は
、

3
月
日
日
か
ら
討

日
ま
で
十
五
日
間
に
わ
た
っ
て
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
四
十
二
議
案

と
位
年
度
一
般
、
特
別
会
計
な
ど
五
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市
税
条
例
の
改
正

(
税
率
一

O
%
引
下
げ
)
も

孝義

ま
ず
、
印
日
の
市
議
会
に
お
い
て

上
程
の
三
十
三
議
案
に
つ
い
て
市
長

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
日

同
日
は
代
表
、
一
般
質
問
が
行
な
わ

れ
ま
し
た

G

乙
の
あ
と
各
議
案
は
、

常
任
委
員
会
の
審
査
に
付
託
さ
れ
、

同
日
か
ら
辺
日
ま
で
審
査
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

Mm
日
再
開
さ
れ
た
市
議
会
で
は
、

は
じ
め
に
市
税
条
例
の
一
部
改
正
と

市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
の

内
容
の
訂
正
、
東
中
片
貝
分
校
を
本

校
に
統
合
す
る
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
の
説
明
が
あ
り
、
三
議

案
は
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
と
の
あ
と
各
常
任
委
員
長
の
審

査
報
告
が
あ
り
、
三
十
四
議
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
き

つ
づ
き
陳
情
十
八
件
を
処
理
し
た
あ

と
、
追
加
提
出
の
糾
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
八
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

;認持デ3掌無44. 4.1 

お

も

な

議

寮

V
市
税
条
例
の
一
部
改
正

住
民
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め

市
民
税
を
課
税
す
る
と
き
の
各
所
得

階
層
別
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
た
め
、
標
準
税
率
の
一
四

o
r

が
一
三

orに
な
り
、
市
民
税
が
一

千
万
円
減
税
に
な
り
ま
し
た
。

V
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
保
険
税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
改
正
税
率
は
、
所
得
割
額

が
百
分
の
ご
・九一

一(改
正
前
二
・四〉

資
産
割
額
が
百
分
の
二
四

・
五
(
同

一
四

・
六
)
被
保
険
者
均
等
割
が
一

千
五
百
六
十
円
(
同
九
百
六
十
円
)

世
帯
別
平
等
割
額
が
二
千
五
百
二
十

円

(
一
千
五
百
六
十
円
)
に
な
り
、

科
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

V
清
掃
条
例
の
一
部
改
正

、、，ノ
ー，，、

、

決
算
の
認
定
、
議
員
提
出
の
医
療
保

険
の
抜
本
改
正
に
関
す
る
意
見
書
、

イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
患
者
救
済
に
関
す

る
決
議
も
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

焼
却
場
へ
ど
み
を
自
動
車
な
ど
で

直
接
運
搬
す
る
人
が
最
近
ふ
え
、
乙

れ
を
処
分
す
る
の
に
労
力
や
費
用
が

か
か
り
ま
す
の
で
、

4
月
か
ら
処
分

手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
積
載
一

・
五
ト
ン
ま
で
の
自

動
車
二
百
円
、
そ
れ
以
上
の
も
の
三

百
円
と
な
り
ま
す
口

V
心
身
障
害
児
童
年
金
条
例
の
設
定

三
歳
以
上
二
十
歳
未
満
で
、
三
級

以
上
の
身
障
児
や
重
度
精
薄
児
で
日

常
生
活
に
監
設
を
要
す
る
児
童
に
対

し
て
一
人
六
千
円
の
年
金
が
科
年
度

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

V
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
設
定

入
居
者
の
資
格
と
な
る
収
入
基
準

が
月
四
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
収

が
第
一
種
住
宅
二
万
四
千
円
i
四
万

円
以
下
、
第
二
種
二
万
四
千
円
以
下

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

入
居
し
て
い
る
人
で
、
収
入
が
ふ
え

た
人
に
つ
い
て
割
増
し
使
用
料
を
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
割
増

料
金
は
、
第
一
揺
が
月
収
五
万
円
以

上
の
と
き
家
賃
の
四
割
増
し
、
第
二

種
が
三
万
円
を
超
え
五
万
円
以
下
の

と
き
三
割
増
し
、
五
万
円
以
上
の
と

き
五
割
増
し
と
な
り
ま
す
。

V
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

三
歳
未
満
児
が
増
え
た
の
で
、
保

母
二
人
、
調
理
員
二
名
が
増
員
に
な

り
、
職
員
の
定
数
が
四
百
五
十
三
人

に
な
り
ま
し
た
。

V
魚
津
市
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

行
政
を

一
段
と
総
合
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
、
事
務
の
合
理
化
推
進

と
総
合
基
本
計
画
な
ど
の
事
務
を
分

掌
す
る
企
画
室
が
4
月
か
ら
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

v
m
N
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

三
千
七
万
三
千
円
追
加
し
、

歳
入

歳
出
の
予
算
総
額
は
十
五
億
六
千
四

百
四
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
県
単
土

地
改
良
事
業
(
水
路
、
鹿
道
の
改
修
)

七
百
四
十
万
円
、
臨
港
線
二
百
九
十

六
M
と
魚
津
新
金
屋
線
五
百
二
十
七

M
(市
民
会
館
前
通
り
)
舗
装
に
一

千
三
十
万
円
、
1
月
豪
雪
に
よ
る
除

雪
人
夫
費
、
プ
戸
ド
l
ザ
借
上
料
二

百
七
十
万
円
な
ど
で
す
。

V
国
民
健
康
保
険
事
業
補
正
予
算

六
千
二
十
万
四
千
円
追
加
し
、
歳

入
歳
出
の
総
額
二
億
四
千
九
百
三
十

一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
支
出
の
ほ

と
ん
ど
が
療
養
給
付
費
で
、
歳
入
に

は
、
国
庫
支
出
金
三
千
二
百
五
十
七

万
円
と
雑
入
二
千
七
百
六
十
三
万
円

が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

V
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

東
部
中
学
校
片
貝
分
校
は
毎
年
生

徒
数
が
少
な
く
な
り
、
教
育
効
果
が

減
少
す
る
の
で
、
4
月
1
日
か
ら
本

校
に
統
合
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た
。
(
分
校
の
生
徒
数
百
三
十
四
人
)

V
任
期
満
了
に
と
も
な
う
公
平
委
員
に

本
江
中
村
清
直
氏
(
凶
十
五
歳
)
の

選
任
に
同
意
が
あ
り
ま
し
た
。

樹

根

保

存

館

を

改

築

埋没林館

5
月

中

旬

ま

で

休

館

出
没
林
館
樹
根
保
存
舎
は
、
者
約

し
た
た
め
、
三
百
万
円
を
か
け
て
、

鉄
骨
建
て
(
百
三
十
平
方

M
)
に
改
築

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
盤

備
や
自
然
保
存
館
の
内
部
の
改
装
な

ど
も
す
す
め
、
5
月
中
旬
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
埋
没
林
館

は
5
月
中
旬
ま
で
休
館
し
ま
す
。

ー

コ

ロ
ド
・
〉
〆
¥
u
k
s
f口

4
月
1
日

か

ら

叩

v
e
U
T
ォ
B
E

は
、
4
月
1
日
か
ら

水
族
館
開
館

日
月
初
日
ま
で
開
館

し
ま
す
。
乙
と
し
は
富
山
湾
の
海
水

魚
を
中
心
に
、
州
側
制
産
海
水
魚
、
中

国
産
金
魚
な
ど
飼
育
す
る
ほ
か
、
珍

し
い
淡
水
亀
の
展
示
、
富
山
湾
の
漁

法
、
古
い
漁
具
の
展
示
も
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

埋
没
林
館
、
水

入
館
料
引
き
上
げ

ー

族
館
と
も
、
物
価

の
値
上
が
り
、
人
件
費
増
な
ど
に
よ

り
、
4
月
か
ら
入
館
料
を
値
上
げ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
料

金
は
次
の
と
お
り
。

マ
水
族
館
H
大
人
八
十
円
(
改
正
前

五
十
円
)
高
中
生
五
十
円
(
同
三

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
指
導

体
力
づ
く
り
に

県
が
主
催
の
体
力
づ
く
り
運
動
普

及
会
は
、
3
月
お
叶
午
前
9
時
か
ら

市
民
会
館
で
婦
人
会
員
ら
や
く
四
百

人
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

岸
岡
県
公
衆
衛
生
課
長
、
沢
崎
福
野

保
健
所
予
防
課
長
か
ら
、
体
力
づ
く

り
相
談
、
保
健
栄
養
の
改
善
の
講
話

が
あ
り
、
稲
垣
大
谷
短
大
助
教
授
か

ら
は
、
家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
体
操

や
リ
ズ
ム
体
操
の
指
導
を
受
け
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

(
写
真
は
体
操
の
指
導
を
受
け
る
婦

人
会
員
)

毎
年
入
学
時

に
は
、
子
ど
も

の
交
通
事
故
が

ふ
え
て
い
ま
す

こ
の
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
一
か
月

間
、
県
下
い
っ
せ
い
に
「
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
ま
も
る
運
動
」
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
家
庭
で

は
、
学
校
へ
行
く
安
全
な
道
順
を
教

え
、
正
し
い
通
行
方
法
を
し
つ
け
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

と
く
に
注

意
す
る
こ
と
は
、

交
通
事
故
の
ほ
と

-1
五
円
)
児
童
四
十
円
(
同
二
十

五
円
)

マ
埋
没
林
館
日
大
人
三
十
円
(
改
正

前
二
十
円
)
生
徒
二
十
円
(
同
十

五
円
)
児
童
十
五
円
(
同
十
円
)

高
架
橋
下
の

利
用
希
望
調
査
し
ま
す

鉄
道
高
架
稿
は
、
昨
年
秋
全
線
が

完
成
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
か
ら
は

乙
の
高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
検
討
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
市
で
は
.
高
架
橋
下
を

利
用
し
た
い
希
望
が
ど
の
程
度
あ
る

か
把
揮
し
、
関
係
者
と
の
協
議
資
料

に
す
る
た
め
、
希
望
調
査
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

高
架
下
利
用
ご
希
望
の
人
は
、

「
高
架
下
利
用
希
望
調
査
察
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
商
工
水

産
課
ま
た
は
、
商
工
会
議
所
へ
提
出

願
い
ま
す
。
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
G

提
出
期
限
は
4
月
初
日
で
す
。

4
月
か
ら
市
役
所
の
機

構
が

一
部
変
わ
り
、
企
画

室
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

最
近
、
行
政
水
準
が
向

上
し
、仕
事
も
ふ
え
、複
雑

化
し
て
い
ま
す
が
、
市
の

行
政
を
一
段
と
総
合
的
に

行
な
う
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
市
の
機
構
の
中
で
総

合
調
整
機
能
を
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
企
画
室
が
つ

く
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

企
画
室
に
は
、
玉
名
程
度
の
職
員

が
配
置
さ
れ、

①
総
合
基
本
計
画
と

と
れ
に
も
と
ず
く
実
施
計
画
の
調
査

企画室できる
4月

か ら

4
月
1
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

「
し
尿
く
み
取
り
確
認
伝
票
」
は
、

3
月
下
旬
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配

布
し
ま
し
た
。
新
し
い
伝
票
は
「
あ

い
色
刷
り
」
の
も
の
で
す
。

マ
:・
刊
年
度
分
の
確
認
伝
票
は
、
回
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

く
み
取
り
人
に
お
渡
し
願
い
ま
す
。

マ
・・
・
く
み
取
り
料
金
の
基
礎
と
な
る
人

昌
は
、
4
月
1
日
現
在
の
住
民
登
録

人
員
に
よ
っ
て
き
め
ま
す
。
な
お
、

六
か
片
以
上
不
在
に
な
る
人
は
、
そ

の
期
間
だ
け
除
外
さ
れ
ま
す
の
で
、

盲
目
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ヤ

破
傷
風
予
防
接
種

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
破

傷
風
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
行
な
い
ま
す
。
該
当
者

は
昭
和
刊
年
1
月
!
日
か
ら
何

年
ロ
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
、
注
射
は
三
回
受

け
ま
す
。
ま
た
昨
年
三
回
受
け

川

免

疫

と

な

っ

た

人

は
、
こ
と
し

連
絡
は
、
で
き
る
だ
け
5
i
7
日
前

川

一
回

注
射
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

に

お

願

い

し

ま

す

。

川

ん

。

料

金

は

一

回

百

円

で

す

。

マ
:・
く
み
取
り
料
金
は
何
年
度
と
同
じ

川
一〉
大
町
、
松
倉
、
上
野
方
、
西
布
施
校

で
、
普
通
世
帯
は
、
人
頭
割
が
一
人

川

下
H
4
月
お
日
、

5
月
引
日
、

6
月

月
六
十
円
、
基
本
料
金
一
回
に
つ
き
川
口
日

五
十
円
、
従
量
料
金
は
十
八
協
に
つ
川
マ
村
木

λ

住
吉
、
上
中
島
、
天
神
校
下

き
二
十
六
円
で
す
。

川

H
5
月
1
日
、
5
月
辺
日
、
6
同
ロ
日

I
l
i
l
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
l

川
マ
本
江
、
道
下
校
下
H
5
月
7
日、

5

川
月
お
目
、

6
月
間
日

八
日
曜
、
祭
日
の
当
番
医

V

川
一〉
片
貝
、
加
積
、
経
国
校
下
リ
5
月
9

V
6
日
日

(昼
)角
川
町
宮
本
医
院
①
川
目
、
5
月
泊
目
、
6
月
間
日

0
1
2
2
(
夜
)下
村
木
町
森
本
医
院
川
場
所
は
、
い
ず
れ
も
大
町
中
央
公
民

①
1
2
5
3

V
は
日
H

(庖
)荒
町
川
館
で
、
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
2
時

芝
山
医
院
①
0
2
1
8
(夜
)江
口
魚
川
ま
で
で
す
。

律
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
①
3
4
8
6
川

v
m
日

H
(展
)
角
川
町
熊
西
医
院
①
川

0
1
6
6
(夜
)
住
吉
寺
崎
医
院
①
3
川

6
1
9

V
幻
日
H

(昼
)金
屋
町
桝

川

崎
医
院
①
0
3
9
9
(夜
)本
江
松
井
川

医
院
①
0
7
4
5

v
m
臼
H

(昼)川

下
村
木
町
森
本
医
院
①
1
2
5
3

(
夜
}
経
団
西
町
朝
野
医
院
①
1
1
1
川

内
ノ
ム犬

の
登
録
と
注
射

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が

川

は
じ
ま
り
ま
す
。
生
後
九
十
日
以
上
川

の
犬
は
、
ぜ
ひ
登
録
と
予
防
注
射
を
川

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
実
施
場
所
と
川

日

時

は

次

の

と

お

り

。

川

マ
西
布
施
連
絡
所
H
4
月
7
日
叩

l
川

け
時
マ
天
神
小
学
校
H
7
日
ロ

i
川

1
時

マ
片
貝
連
絡
所
H
8
日
9
i
川

叩
時
マ
加
積
公
民
館
H
8
日
日

i
川

口
時
加
分
ム
江
口
江
幡
三
次
宅
H

川

8
日
1
時
叩
分
1
2
時
叩
分

マ
上
川

中
島
連
絡
所
H
9
日
9
1
叩
時

マ
川

農
協
松
倉
支
所
H
9
日
什

t
ロ

時

川

マ
北
山
鉱
泉
H
9
日
l
i
2
時

マ

川

経
団
連
絡
所

H
m白
川
i
ロ
時

マ
川

日
カ
青
島
社
宅

H
m
日
1
i
3時

マ
村
木
小
学
校
H
什
白
川

l
ロ
時

マ
大
町
小
学
校
H
什
日
1
1
3
時

マ
上
野
方
連
絡
所
H
ロ
日

9
t
m時
川

マ
住
吉
小
学
校
H
ロ
白
川
時
初
分

i
川

口
時
マ
魚
津
保
健
所
リ
ロ
日
1
i
川

3
時
マ
都
合
で
受
け
ら
れ
な
い
人
川

U
魚
津
市
役
所
前
日
日
叩
i
3
時

な
お
、
登
録
手
数
料
三
百
円
、
注
川

射
料
二
百
円
、
注

1
1
4

酬

射
済
票
交
付
手
数

寸
1

帆

M
l
l

i

'

 

料
六
十
円
と
印
鑑

γ
/
W
7
J
F
A

が
い
り
ま
す

O

i
-
-
1
川

区
長
さ
ん
の
不
在
証
明
と
確
認
伝
票

を
も
っ
て
保
険
衛
生
課
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

マ
:・
く
み
取
り
依
頼
は
、
直
接
業
者

(
魚
障
環
境
衛
生
電
話
①

3
3
3

1
者
)
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

新

し

い

し
尿
く
み
取
り

確

認

伝

票

配

布

市
で
は
、
と
と
し

一

の
4
月
1
日
か
ら
身

体
障
害
児
童
と
精
神

薄
弱
児
童
に
対
し

て
、
年
金
を
支
給
す

る
乙
と
に
な
り
ま
し

た
。
次
に
該
当
す
る

人
が
あ
れ
ば
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
に
な
る

の
は
、
満
三
歳
か
ら

二
十
歳
未
満
の
人
で

①
身
障
手
帳
を
持

ち
、
一
級

i
三
級
ま

で
の
児
童
、
①
市
の
指
定
す
る
機
関

で
重
度
精
簿
児
の
認
定
を
受
け
た
児

童
で
す
。
年
金
額
は
一
人
六
千
円
で

す。
hu
・

りか一- 4月

4
月
の
納
税

固

定

資

産

税

軽

自

動

車

税

第
一
期

納
期
限
は
4
月
初
日
で
す

と
立
案
、
①
事
務
の
簡
素
化
、
合
理

化
計
画
を
た
て
る
①
重
要
事
業
の

進
行
管
理
と
効
果
測
定
④
市
政
資

料
の
収
集
、
な
ど
の
仕
事
を
し
ま
す
。

東
部
中
学
校
片
貝
分
校

本

校

に

統

合

東
部
中
学
校
片
貝
分
校
は
、
3
月

引
日
で
廃
止
に
な
り
、
4
月
1
日
か

ら
本
校
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

間
分
校
は
、
昭
和
泣
年
加
積
中
学

校
片
貝
分
校
と
し
て
発
足
、
お
年
に

東
部
中
片
員
分
校
と
な
り
、
現
在
ま

で
二
十
二
年
間
中
学
校
教
育
に
重
要

な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

分
校

の
生
徒
数
は
百
三
十
四
人
で
す
が
、

引
日
閉
校
式
が
同
校
で
行
な
わ
れ
、

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

壇画醒謡露盤
六

歳

末

満

の

結
核
予
防
接
種

昭
和
犯
年
4
月
2
日
か
ら
何
年
ロ

月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

を
対
象
に
ツ
ベ
ル
'
ク
リ
ン
反
応
注
射

と
B
C
G
接
種
を
行
な
い
ま
す
。
園

児
は
そ
の
施
設
で
接
種
し
ま
す
。

校

下

メ

L
U
抑

制

c齢
場

所

a-・
同

n
a
-
Y同
n

西
布
施

9
日

什

日

小

学

校

天

神

9
日

什

日

小

学

校

住

吉

町

田

げ
日

小

学

校

上
野
方

引
日

幻
自

小

学

校

5
回
日

上
中
島

初
日

2
日

小

学

校

松

倉

初

日

2
日

小

学

校

坪

野

初

日

2
日

分

校

5
月

片

貝

6
日

8
日

小

学

校

古

鹿

熊

幻

日

目
日

分

校

受
付
時
間
は
午
後
l
時
i
2
時
、
他

の
校
下
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。一

朝
間
野
球
大
会
ひ
ら
く

一

一

|
申
し
込
み
叩
日
ま
で

一

一

市
と
花
日
本
新
聞
社
が
共
催
で
一

一
朝
間
野
球
大
会
を
5
月
6
日
(
毎
一

一朝
6
時
)
か
ら
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で

一
ひ
ら
き
ま
す
。
参
加
資
格
は
、
市

、内
在
住
者
の
町
内
や
ク
ラ
プ
チ
ー

ム
、
市
内
に
あ
る
事
業
所
チ
l

ム

な
ど
で
す
。
参
加
希
望
チ
l
ム
は

4
月
間
日

(土
)
ま
で
会
費
千
三

百
円
を
添
え
て
市
教
委
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お、

5
月
1

日
午
後
2
時
か
ら
市
民
会
館
で
、

抽
選
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
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別般

会
計
で
十
六
億
七
百
万
円

(2) 44. 4. 

昭
和
糾
年
度
当
初
予
算
は
、

3
月

μ
日

の
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
十
二
億
六
千
百
三
十
九
万

円
で
、
前
年
よ
り
九
千
七
十
三
万
円
ふ
え

ま
し
た
。
特
別
会
計
総
額
は
三
億
四
千
五

百
二
十
三
万
円
で
、
一
般
、
特
別
会
計
あ

わ
せ
て
十
六
億
六
百
六
十
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

当
初
予
算
は
、
新
し
い
年
度
に
お
け
る

市
政
の
基
本
を
示
す
も
の
で
す
。
乙
と
し

は
、
ど
ん
な
町
づ
く
り
が
計
画
さ
れ
て
い

る
か
つ
ぎ
に
と
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一入
一

一歳

一

八
十
六
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

マ
国
庫
支
出
金
・
:
二
億
五
七
=
ニ
万
円

総
額
で
前
年
よ
り
八

・
六
許
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
費
、
生

活
保
護
費
、
学
校
建
設
費
な
ど
の
国

の
負
担
金
一
億

一
千
七
百
二
十
五
万

円
、
経
団
漁
港
修
築
費
、
上
中
島
九

号
線
改
良
、
都
市
計
画
事
業
費
、
減

税
補
て
ん
債
元
利
補
給
金
な
ど
、
国

の
補
助
金
一
億
三
千
五
百
八
十
四
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

マ
県
支
出
金
:
・
七
O
O
七
万
円

県
が
市
で
行
な
う
事
業
の
一
部
を

助
成
し
て
く
れ
る
収
入
で
、
農
業
構

造
改
善
、
土
地
改
良
、
農
道
新
設
、

漁
港
修
築
、
失
対
事
業
な
ど
補
助
金

が
お
も
で
、
総
額
が
七
千
六
万
円
で

す。

マ
市
債
・
:
五
一
一
一

O
万
円

乙
と
し
事
業
を
行
な
う

た
め
に
借
り
入
れ
す
る
お

金
で
五
千
百
二
十
万
円
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

訳
は
、

都
市
計
画
事
業

一
七

O
O万
円

市
税
は
総
額
の
三
九
日ンい

意義

新
予
算
の
歳
入
の

あ
ら
ま
し
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

マ
市
税
・
:
四
億
九
二
三
O
万
円

市
税
全
般
で
八
・
六
軒
程
度
の
伸

び
を
み
て
、
四
億
九
千
二
百
二
十
九

万
円
(
予
算
の
三
九
軒
)
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

標

準
税
率
の
二
ニ

o
rに
な
り
、

一

o

r減
税
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
税

一
億
七
五
O
一
万
円

固
定
資
産
税
二
億
二
三
九
一
万
円

軽
自
動
車
税

七
四

O
万
円

た

ば

乙

消

費

税

五

=二

七
万
円

電

気

ガ

ス

税

三

O
四
八
万
円

木

材

引

取

税

三

O
万
円

入
湯
税

二
O
O
万
円

が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

マ
地
方
交
付
税
・
:
ニ
億
三
O
O
O
万
円

前
年
よ
り
三
三
官
多
い
二
億
三
千

万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

マ
使
用
料
・
手
数
料
:
・
五
八
八
六
万
円

市
民
会
館
、
火
葬
場
、
市
営
住
宅

を
利
用
さ
れ
る
人
の
使
用
料
や
、
戸

籍
事
務
、
ふ
ん
尿
、
予
防
注
射
な
ど

の
手
数
料
で
、
そ
の
収
入
五
千
八
百

;翠rrデj3E 魚第 3種郵便物認可

療

養

諸

費

に

二

億

五

千

万

円

国
民
健
康
保
険
事
業

巌
近
医
療
技
術
の
進
歩
と
病
気
の

多
様
化
、
受
診
回
数
の
増
加
な
ど
に

よ
り
年
々
医
療
費
が
ふ
え
て
お
り
、

位
年
度
は
前
年
よ
り
二
五

・
四
官
も

上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
何
年

度
決
算
見
込
み
で
も
、
ゃ
く
二
千
百

万
円
程
度
の
赤
字
が
予
恕
さ
れ
て
い

ま
す
。

川
例
年
度
は
、
受
診
率
の
上
昇
や
医

療
費
の
自
然
増
な
ど
か
ら
医
療
費
の

総
額
が
三
億
五
千
万
円
に
も
達
す
る

も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
医
療
費
の
支
払
い
に
見
合
う
よ

う
保
険
税
の
税
率
が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

ヒ
野
方
小
建
設

一
七
O
O万
円

市
税
臨
時
減
税
補
て
ん
債六

二

O
万
円

四
の
む
万
円

三
O
O万
円

二
O
O万
円

二
O
O
万
円

片
貝
小
学
校
体
育
館

経
団
漁
港
修
築
事
業

上
中
島
九
号
線
改
良

消
防
施
設

で
す
。

マ
分
担
金
、
負
担
金
:
・
三
ニ
七
O
万
円

農
業
水
産
業
関
係
の
分
担
金
や
児

童
福
祉
費
負
担
金
な
ど
で
す
。

般

会

計

予

算

一明

性

歳
出
予
算
を
牲
質
別
に
わ
け
で
み

ま
す
と
、
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、

・
投
資
的
経
費
三
億
九
八
五
五
万
円

・
人

件

費

三

億

六

六

八

四

万

円

・
消
費
的
経
費
三
億
四
四
一
七
万
円

.
そ
の
他
の
経
費
一
億
五
一
八
三
万
円

歳
出
の
費
目
別
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
。

マ
議
会
費
:
・
ニ
三
ニ
九
万
円

主
と
し
て
議
員
お
よ
び
議
会
事
務

局
峨
員
の
報
酬
や
給
与
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

マ
総
務
費
:
:
:
二
億
二

O
五
万
円

市
役
所
全
般
の
管
理
費
、
職
員
給

与
費
、
事
務
費
の
ほ
か
、

一戸
籍
、
徴

税
、
選
挙
、
統
計
、

監
査
な
ど
の
事

務
に
必
要
な
経
費
や
市
民
会
館
費
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

交
通
対
策
費
に
は
街
路
灯
、
カ
ー

プ
ミ
ラ
l
、信
号
機
の
設
置
費
な
ど
、

交
通
安
全
施
設
の
充
実
に
、
昨
年
よ

り
百
五
十
万
円
多
い
三
百
二

a

十
万
円
る
た
め
二
十
七
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

が
計
上
さ
れ
、
防
犯
対
策
費
は
百
四
し
た
。

十
七
万
円
で
、
防
犯
灯
三
十
か
所
設
そ
の
ほ
か
生
活
保
護
に
必
要
な
扶

置
費
や
電
気
料
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
助
費
六
千
二
百
六
十
三
万
円
が
見
込

マ
民
生
費
:
・
一
一
億
六
O
九
五
万
円

ま
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
費
ハ
二
千
二
百
五
十
八

マ
衛
生
費
・
:
七
一
一
四
万
円

万
円
)
に
は
、
老
人

・
精
薄
者

・
身
前
年
よ
り
五
六
が
れ
も
多
く
な
り
ま

障
者
福
祉
賓
が
あ
り
、
施
設
へ
収
容

し

た

が

、
こ
れ
は
し
尿
収
集
処
理
賀

さ
れ
て
い
る
人
の
措
置
質
、
老
人
ク
(
く
み
取
り
手
数
料
を
以
入
で
み
、

ラ
プ
活
動
助
成
や
健
康
診
断
の
費
用

業
者
へ
委
託
料
と
し
て
支
払
う
も

が

見

込

ま

れ

ま

し

た

。

の

)

が

新

設

さ

れ

た

た

め

で

す

。

二
建
設
事
業
が
三
億
五
千
万
円

二

=

投
資
的
経
費
三
二
軒
占
め
る

二

児
童
補
祉
費
(
七
千
五
百
七
十
三
成
人
病
や
伝
染
病
な
ど
の
病
気
予

万
円
)
に
は
季
節
保
育
所
、
家
庭
児
防
費
は
八
百
十
万
円
で
、
と
く
に、

童
相
談
所
、
保
育
所
費
の
ほ
か
、
私
こ
と
し
か
ら
の
心
臓
病
患
者
の
早
期

立
保
育
所
委
託
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
治
療
の
た
め
、
手
術
費
の
一
部
補
助

す
。
乙
と
し
は
三
歳
未
満
児
が
ふ
え
金
十
五
万
円
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま

た
の
で
、
二
人
の
保
母
を
ふ
や
し
た
し
た
。

ほ
か
、
新
た
に
身
障
精
簿
児
対
策
と

環
境
衛
生
費
関
係
で
は
、
住
み
よ

し
て
、
二
十
歳
未
満
の
重
度
身
体
障
い
町
づ
く

害
児
と
精
薄
児
童
へ
年
金
を
交
付
す
り
推
進
の
瀦
務
機
鱗
饗
援

指

導

育

成

議

櫨

務

機

麟

畿

畿

を
す
る
と

蓋
謬
響
機
務
協
闘
騒

と
も
に
、
内
議
麟
繍
間
三

3
3
7
一

7
7
-

動
力
三
兼
出
頭
一
一
点

一
;

コ

ラ

一

機
、
薬
剤
散
一
霧
欝
ケ

十

'

一

-

一

.

け
一
霧
加
費
一
池
賃
金
一
実
一
負
一
暢
-

な
ど
購
入
別
議
機
縦
一

J
J例制
一
一
一
μ
一

す
る
費
用
費
一
線
鶴
虫
検
一

品
員
一一旦
伸

一刷一

百
八
十
七
性
一
線
機
一
公

一ふ
州
一
状
一
一m
一切
一

万
円
が
計

d
一

一

一

一

一

一

上
さ
れ
ま

l
i
l
i
-
-
a

し
た
。ま

た
、
降
下
ば
い
じ
ん
試
験
委
託

や
公
害
測
定
機
購
入
賞
な
ど
公
害
の

実
情
調
査
を
す
る
費
用
五
十
五
万
円

の
ほ
か
、
清
掃
留
に
は
ご
み
処
理
費

(
三
百
二
十
六
万
円
)
、
東
部
衛
生

処
理
組
合
負
担
金
(
六
百
八
十
四
万

円
)
や
、
し
尿
収
集
処
理
費
(
三
千

百
五
十
八
万
円
)
、
あ
わ
せ
て
四
千

六
百
六
十
四
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
二
百
三
十
九
万
円
も
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

マ
労
働
費
:
:
:
四
三
九
二
万
円

お
も
に
失
対
事
業
費
で
、
就
労
人

員
二
万
四
千
人
程
度
を
予
定
し
、
道

路
の
新
設
七
路
線
、
水
路
三
線
や
環

境
衛
生
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
志
す
。

(
十
二
億
六
千
百
三
十
九
万
二
千
円
〉

下
水
道
事
業

道
路
の
改
良
舗
装
に
よ
る
汚
水
ま

す
の
取
り
付
け
す
る
費
用
と
、
施
設

の
維
持
管
理
貨
に
百
三
十
万
円
、
長

期
借
入
金
の
償
還
元
金
と
利
子
二
百

四
十
万
円
が
見
込
ま
れ
、
い
っ
ぽ
う

収
入
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
縦
入
金

二
百
三
十
九
万
円
、
下
水
道
使
用
料

百
十
六
万
円
ほ
か
が
あ
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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繰ま百五千りし 1 1 _. ."---.~ I 
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四 ザ、、て円体
十注保徴いでの
七射 健税ま前九
万な婦費す年一
円ど活な 。よ f，'

が病動どまりを
言1-気質ーた九占
上のや千 I肱千め
さ予 イ四員万
れ防ン百給円 ニ

判
年
度
予
算
は
、
前
年
度
決
算
に

も
と
ず
き
、
独
寸
一採
算
を
原
則
と
し

て
、
健
全
な
企
業
の
運
蛍
が
で
き
る

よ
う
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

八
収
益
的
収
支

V

収
入
に
は
水
道

使
用
料
、
新
設
給
水
工
事
費
な
ど
四

千
七
百
八
十
一
万
円
が
見
込
ま
れ
ま

し
た
。
い

っ
ぽ
う
支
出
で
は
職
員
給

与
や
漏
水
調
査
、
不
良
メ
ー
タ
ー
器

の
取
り
替
え
、
減
価
伯
却
費
、
動
力

賞
、
配
水
管
修
繕
料
、
新
設
給
水
工

事
二
百
五
十
一戸
分
の
ほ
か、

営
業
鈴

川
や
館
業
外
費
用
あ
わ
せ
て
四
千
六

百
凶
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

八
資
本
的
収
支

V

収
入
に
は
企
業

悩
一
千
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

支
出
に
は
第

一
次
拡
張

計
画
の
継

続
事
業
と
し
て
、
七
路
線
に
配
水
管

阿
千
六
百
五
十
M
を
布
設
す
る
ほ

か
、
導
水
管
改
良
、
配
水
補
助
管
の

布
設
替
え
に
一
千
二
百
六
十
八
万

円
、
企
業
債
償
の
還
金
九
百
三
十
四

万
円
、
あ
わ
せ
て
二
千
二
百
二
万
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
収

入
額
が
支
出
額
に
対
し
て
不
足
し
ま

す
の
で
、
一
千
二
百
二
万
円
を
内
部

留
保
資
金
で
補
て
ん
し
、
収
支
の
均

衡
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

経

団

漁

港

を拡

張

マ
農
林
水
産
業
費
:
:
:
一
億
三
九
九
七

万
円前

年
よ
り
や
く
三
千
四
百
万
円
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
費
H
吉
野
地
区
の
構
造
改
善
事

業
を
す
す
め
る
た
め
十
二

・
九
訟
の

土
地
基
盤
整
備
費
(
二
千
二
十
四
万

円
)
や
農
業
委
員
会
費
、
農
業
団
体

補
助
金
、
家
畜
診
療
費
な
ど
に
四
千

五
百
五
十
万
円
。

農
業
土
木
費
リ
市
単
土
地
改
良
三
百

万
円
、
県
単
土
地
改
良
五
百
万
円
、

大
沢
老
朽
た
め
池
補
強
事
業
一
千
二

百
四
十
三
万
円
、
蛇
田
地
区
の
炭
道

整
備
に
一
千
百
七
十
六
万
円
、
土
地

改
良
副
業
補
助
金
な
ど
あ
わ
せ
て
四

千
八
百
八
十
万
円
。

林
業
費
H
市
有
林
造
成
事
業
(
百
十

二
万
円
)
と
し
て
、
す
で
に
植
え
て

あ
る
五
十
七
か
の
補
植
に
あ
わ
せ
、

富
山
県
植
樹
祭
を
記
念
し
、
三
診
の

新
植
が
計
画
さ
れ
た
ほ
か
、
委
託
造

林
資
(
一
千
百
九
十
五
万
円
)
、
林
業

構
造
改
善
事
業
を
促
進
す
る
費
用
な

ど
一
千
九
百
七
十
七
万
円

J

水
産
業
費
H
経
団
漁
港
が
、
こ
と
し

か
ら
第
四
次
拡
張
計
画
に
も
と
ず
き

五
か
年
で
四
億
五
千
万
円
を
投
じ
、

港
内
の
拡
張
や
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
、
何
年
度
は
用
地
買
収
を

耳肢員給料費

，普通建設事業

二
千
万
円
で
す
す
め
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
沿
岸
漁
業
の
振
興

策
と
し
て
、
漁
業
無
線
の
設
置
補

助
、
魚
群
探
知
機
の
助
成
、
浅
海
増

殖
投
石
事
業
な
ど
に
三
百
八
十
五
万

円
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

マ
商
工
費
:
:
:
一
二
九
九
万
円

商
工
振
興
費
が
お
も
な
も
の
で
、

小
口
事
業
融
資
預
託
金
七
百
万
円
や

商
工
団
体
補
助
金
な
ど
が
あ
り
、
乙

の
ほ
か
水
族
館
賞
七
百
十
六
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
都
市
計
画
を

推

進

マ
土
木
費
:
:
:
二
億
二
三
四
O
万
円

前
年
度
よ
り
一
五
軒
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
お
も
な
も
の
は
、

道
路
橋
梁
資
H
市
道
補
修
質
問
百
五

十
万
円
、
道
路
敷
地
買
収
二
百
万
円

北
山
橋
改
良
質
百
七
十
万
円
、
上
中

島
九
号
線
六
百
M
の
改
良
に
六
百
万

円
、
木
下
、
黒
谷
線
ほ
か
の
市
道
改

良
に
九
百
二
十
万
円
、
市
道
の
舗
装

に
一
千
五
十
一
万
円
な
ど
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
こ
と
し
か
ら
道
路

舗
装
の
地
元
負
担
割
合
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

都
市
計
画
質
日
駅
前
地
区
の
第
一
次

都
市
計
画
事
業
は
こ
と
し
で
完
了
す

る
乙
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
事
業

費

一
億
二
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
街
路
七
路
線
の
舗
装

費
や
、
街
路
九
路
線

・
水
路
三
線
の

築
造
賞
、
移
転
補
償
金
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
き
つ
づ
き

旧
国
道
か
ら
国
道
八
号
線
ま
で
の
第

二
次
都
市
計
画
を
す
す
め
る
た
め
の

調
査
賀
三
百
万
円
や
、
魚
津
駅

・
新

金
屋
線
五
百
M
の
舗
装
に
一
千
十
万

円
、
臨
港
線
歩
道
三
百
M
の
舗
装
に

百
五
十
万
円
も
計
上
さ
れ
ま
し
た
c

ま
た
、
火
災
復
興
区
域
内
の
保
留
地

処
分
賀
で
す
す
め
る
舗
装
に
三
百
六

十
七
万
円
、
換
地
清
算
事
務
の
処
理

も
年
度
内
完
了
が
見
込
ま
れ
る
の

で
、
そ
の
費
用
二
百
七
十
万
円
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

マ
消
防
費
:
:
:
四

O
O
ニ
万
円

庁
舎
が
せ
ま
く
な
っ
た
の
で
庁
舎

増
改
築
費
に
二
百
三
十
六
万
円
の
ほ

か
、
防
火
水
槽
三
基
、
消
火
せ
ん
五

か
所
、
小
型
ポ
ン
プ
三
台
、
ホ
ー
ス

の
購
入
費
な
ど
に
四
百
万
円
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。

リ
上
野
方
小
を
鉄
筋
校
舎
に
リ

マ
教
育
費
:
:
:
一
億
九
五
三
九
万
円

小
学
校
の
給
食
調
理
員
や
使
丁
の

給
料
、
校
舎
の
修
繕
、
管
理
費
、
教
刷

費
、
児
童
扶
別
賞
な
ど
に
六
千
八
十

万
円
、
中
学
校
の
管
問
筒
、
教
材
質

な
ど
に
二
千
三
百
十
六
万
円
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。

学
校
建
設
で
は
、
老
朽
化
し
て
い

る
上
野
方
小
学
校
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
二
階
建
て
(
千
三
百
平
方
M
)
に

改
築
す
る
た
め
の
費
用
五
千
百
九
十

三
万
円
、
片
貝
小
学
校
体
育
館
(
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
三
百
九

十
七
平
方

M
)
の
建
設
費
一
千
五
百

三
十
三
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
教
育
関
係
で
は
、
成
人
教

育
、
青
少
年
教
育
、
松
倉
城
世
公
園

化
、
留
守
家
庭
児
童
会
費
、
美
化
運

動
費
な
ど
に
三
百
三
十
八
万
円
、
埋

没
林
樹
根
保
存
館
の
改
築
費
と
博
物

館
運
営
費
に
三
百
七
十
九
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
強

力
な
体
β
づ
く
り
運
動
を
す
す
め
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
体
力
づ
く

り
運
動
費
ほ
か
に
百
万
円
が
見
込
ま

れ
ま
し
た
。

マ
公
債
費
:
:
:
一
億
三
六
ニ
八
万
円

市
が
事
業
を
行
な
う
た
め
借
り
入

れ
て
い
る
長
期
借
入
金
の
償
還
元
金

七
千
二
百
七
万
円
、
同
利
子
五
千
五

百
九
十
五
万
円
の
ほ
か、

一
時
借
入

金
利
子
八
百
三
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。


